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道路・河川の維持管理・整備促進道路・河川の維持管理・整備促進

豪雨災害等緊急整備事業費25億円
　自民改革会議としては、毎年度、「県民の声を必ず新年度予算に
反映させる」という強い決意で予算折衝に臨んでいます。
　その中の一つに、県民からの要望の多い道路や河川、信号機設置
等の身近な生活環境を整備する為の予算、「県民に身近な生活環境
の整備」関連予算があります。
　この予算は、平成26年度以前は毎年度300億円でしたが、平成
27年度に我が会派念願の増額を実現し、平成29年度も前年度同
額の320億円を維持致しました。 そして、平成30年度も財政当局と

粘り強く予算折衝を行
い、その結果、前年度
より10億円増額の
330億円を確保致しま
した。
　今後も、県民の声を県政に届け、予算確保に努めて参
ります。

　私が県議会議員に初当選した平成23年度当初、地
域の方々から、「瀬戸川左岸側の遊歩道を藤枝市境まで
整備してほしい。」「地域で草刈りをやっているが、遊歩道の整備をしてもらえれば、少しは負担
が減る。」「平成14年3月策定の瀬戸川河川整備計画に『瀬戸川の焼津市総合グラウンド
地点にスポーツ施設と一体となった親水公園』との記載があるが、話が進んでいない。どうに
かならないか。」「堆積土砂を浚渫してほしい」「漏水対策をしてほしい」等、瀬戸川に関する多
くのご意見を頂きました。
　そこで、当時の地元の自治会長や市議会議員と連携をしながら、島田土木事務所や焼津
市役所の職員等と遊歩道整備や親水公園整備の実現に向けた話し合いをして参りました。
【ポイント1】 県の予算面での調整
　当時、瀬戸川では、藤枝市堀之内地先（赤坂橋から矢崎橋の区間）で遊歩道の整備が
行われていた為、「まずは、その整備を終わらせて、その後、そこに充てられている予算で保福
島の遊歩道と親水公園の整備をお願いしよう」という考えで調整を進めて参りました。
 
【ポイント2】 予算を含めた市の理解と地元との調整
　当時、県内の２級河川における遊歩道や親水公
園の整備は、河川海岸環境整備事業で行っていた
為、事業にかかる費用は、県が1/2負担、市が1/2
負担となっていました。 その為、我々関係者の中で
は、市の理解を得るのに「比較的事業費の小さい遊
歩道の整備については、藤枝市内の整備が終わる
までの間に理解が得られるだろう。 ただ、事業費の
大きい親水公園の整備については、理解を得るの
に時間がかかるかもしれない。」との考えがありまし
た。 加えて、親水公園の整備には、「地元の協力も
必要」という事もあり、「先に遊歩道の整備を行い、
その後、親水公園の整備を行う。 遊歩道の整備が
終わるまでの間に親水公園整備に必
要な調整を行おう。」という考えで
調整を進めて参りました。

　その後、地域・市・
県の連携のもと話が
進められ、平成27年
11月焼津市議会で
地元の市議会議員
が、また、平成28年2
月静岡県議会で私が
「瀬戸川の親水公園
について」取り上げ、
現在に至っておりま
す。
　今後も、地域の皆
様に親しまれ、多くの
方々に利用して頂け
る親水公園として、早
期に完成出来るよう
努力して参ります。

平成30年度は「県民に身近な生活環境の整備」
関連予算330億円確保 !!  　　

平成30年度は「県民に身近な生活環境の整備」
関連予算330億円確保 !!  　　

瀬戸川河床掘削 施工前

瀬戸川河床掘削 施工後

　意見交換会において、地元県議として発言を求められ、
「最近の自民改革会議による河川整備関連予算の確保
状況」や「市議会議員時代から経験している河川整備関
連予算確保の難しさ」、「近年の局地的な集中豪雨を背
景として、今まで以上に早期の河川整備が必要である
事」等、述べさせて頂きました。
　今後も地域の皆様と力を合わせて、安心安全な地域づ
くりに努めて参ります。

瀬戸川保福島親水公園
整備開始までの経緯

黒石川・意見交換会

小石川・意見交換会

この内、この内、
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【平成31年度から】
東名アンダーBOX工事着手
【平成31年度から】
東名アンダーBOX工事着手

　利便性の高い魅力のある地域にする為には、道
路交通網の整備、陸海空の交通ネットワークの形
成が重要です。 その為、私は本会議でも機会ある
ごとに取り上げ、整備促進に力を入れております。 
　今後も地域の皆様のご理解とご協力を頂きながら、
安心安全で活力のある地域づくりに努めて参ります。

県道大富藤枝線の

新規事業化
県道大富藤枝線の

新規事業化
【現在の状況（H30.10.31現在）】

【今後の予定】

・道路設計業務（完了）
・土地境界立会（完了）
・道路・物件調査
  （現在実施中）
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・道路・物件調査
  （現在実施中）

・平成31年度から
  用地交渉開始
・平成31年度から
  用地交渉開始
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小石川・黒石川流域総合的
治水対策アクションプラン
小石川・黒石川流域総合的
治水対策アクションプラン

「堆積土砂を浚渫し
てほしい」「漏水対
策をしてほしい」との
声に応える！
　毎年度、河床掘
削、漏水対策を行っ
ております。
　今後も予算確保
に努め、少しでも早
く、事業が進むよう、
努力して参ります。

　瀬戸川保福島親水公園の整備は、生活環境関連
事業に含まれます。 
　予算が確保されなければ、当然、事業は実施出
来ません。（年度毎の予算状況は右下段の表参照）
　今後も必要な予算を確保し、地域の皆様に愛さ
れる親水公園の整備に努めて参ります。
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事業名 事業費

（河川環境整備） 20,000
河川改良 19,597

（局地豪雨等災害対策）50,000

（局地豪雨等災害対策）50,000
（河川環境整備） 30,000

事業名年度 事業費

河川海岸環境整備Ｈ27
Ｈ28

9,000
河川海岸環境整備Ｈ26 9,000

河川海岸環境整備 9,000

単位：千円単位：千円

単位：千円単位：千円

【遊歩道整備】【遊歩道整備】

【親水公園整備】【親水公園整備】

Ｈ29

Ｈ30

豪雨災害等緊急対策
豪雨災害等緊急対策
豪雨災害等緊急対策
豪雨災害等緊急対策

※現在は、新たに出来た豪雨災害等緊急対策事業で整備が
　行われている為、全額県負担です。
※河川海岸環境整備事業は、県が1/2、市が1/2負担です。

　県民からの声を
頂き、今まで教育長
に特別支援学校の
空調設備の整備に
ついて要望をしてき
ました。 また、財政
当局との予算折衝
の中でも、会派とし
て粘り強く交渉を重
ねた結果、今回「平
成31年夏までに、
全ての普通教室に
空調設備を設置す
ることになりました。
　今後も教育環境
の向上に、積極的に
取り組んで参ります。

特別支援学校の
普通教室に空調設備を設置

平成31年の
夏までに！

全ての全ての

（放課後児童クラブ
運営費助成：14億5,700万円）
【放課後児童クラブ登録児童数】
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（認定こども園・保育所等
整備事業費助成：27億7,000万円）
【認定こども園・保育所等定員数】
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　自民党看護を考える議員連盟では、機会あるごとに、現
場の看護職員の方 と々の意見交換、施設見学をさせて頂
いております。
　今後も、現場の実情をしっかりと把握し、看護現場の改
善を通して、県民の健康が守られるよう努力して参ります。

自民党看護を考える議員連盟

地域包括ケア推進事業費（新規） 2億1,600万円

こども医療費助成
（上限年齢：15歳年度末→18歳年度末）20億9,300万円

保育士等キャリアアップ研修
事業費（新規） 2,300万円

魅力ある学校づくり推進事業費
（新規） 1億円

学びを拡げるICT活用事業費 1億7,000万円

看護職員確保対策関連事業費 4億2,600万円

スクールカウンセラーの配置拡充 3億7,100万円

ふじのくにバーチャルメディカル
カレッジ運営事業費 11億8,200万円

医療・福祉・教育・子育て支援の充実医療・福祉・教育・子育て支援の充実

　9月定例会で4,100万円追加補正し、焼津
市内の全ての小中学校にスタッフの配置が
実現！

　　スクール・サポート・
　　スタッフ配置事業費（新規） 8,000万円

【経営革新計画
　　　　促進事業費助成】
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【小規模企業経営力向上
　　　　支援事業費助成】
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【観光関連予算額】
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地域産業の振興地域産業の振興

企業立地関連事業費助成 54億500万円
地域企業人材確保事業費 7,680万円
産業人材確保緊急対策事業費 2億3,000万円

16億5,800万円ラグビーワールドカップ2019
関連事業費

14億960万円東京2020オリンピック・パラリンピック
関連事業費

2億3,300万円EV・自動運転化等技術革新
対応促進事業費（新規）
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　地域経済を支え、雇用の機会を提供してくれる
中小零細企業等を支援し、地域産業の振興を図るこ
とが重要です。 
　その為、今年度も「産業人材の確保」「国内外から
の企業誘致」「成長産業の創出や参入促進」「経営
革新計画等に基づく成長産業分野への参入支援」
「中小企業・小規模企業の経営基盤の強化」等、積
極的に取り組んでいます。
　また、静岡県の魅力を全世界に発信し、観光振興
に結びつく機会となる大規模スポーツイベントの成功
に向けた取り組みにも力を入れております。

　焼津市の基幹産業であります漁業・
水産業、人の生命を支え健康を守る農
業の振興も重要です。 P2～3に関連記
事を掲載致しましたので、ご覧ください。

8,400万円農芸品供給拡大緊急対策
事業費（新規）

7,770万円GAP推進事業費助成（新規）

700万円資源管理・漁業経営安定
事業費助成

豪雨災害への対応

地震・津波対策の充実・強化

【プロジェクト「TOUKAI-０」 総合支援事業費】
　平成28年４月に発生した熊本地震を踏まえ、静岡県におけ
る木造住宅の耐震化を一層促進する為、耐震補強のPRをし
て頂ける住宅について、耐震補強工事に対する補助額を15
～30万円増額しました。

木造住宅の耐震補強のＰＲを行う住宅に対して

補助金を15～30万円増額 焼津市は30万円増額
負担割合：県1/2、市1/2（　　    　　　）

【「静岡モデル」 防潮堤整備促進事業費（平成29年度 新規）】
　レベル１を超える津波に対応する防潮
堤整備は市町が主体となります。
　防潮堤整備を進める県内市町から「予
算の低減と事業期間の短縮の為には、よ
り安価な土砂が必要」との声を受け、県で

は、公共事業で発生した土砂を市町に提
供する支援もしています。 また、平成29
年度は、一時保管施設を新たに整備し、
県外からの土砂も受け入れて整備箇所
へ運搬する態勢も整えました。

防潮堤整備、市町負担を軽減

　県議会議員として、8年目の節目を迎えるにあたり、「私の活動と県政の歩み」をまとめてみました。
　県が進めている事業や議会で取り上げた内容が、私の任期中にどのように変化してきているのか、  
しっかりと確認・検証をし、今後の活動に活かしていきたいと思います。
　今後も定期的に事業の進捗状況をチェックし、県政発展の為、各施策の実現に努めて参ります。

塚本 大 の活動 と 県政の歩み塚本大の活動と県政の歩み塚本大の活動と県政の歩み
【緊急地震・津波対策等交付金】

【豪雨対策緊急整備事業費（平成27年度 新規）】  ・河川整備  ・土砂災害対策（砂防・治山）
　平成27年度に制度を創設し、内容を充実させな
がら平成30年度も事業継続。（名称は豪災害等緊
急整備事業費に変更）
　平成29年度には、7月の九州北部豪雨等を踏ま
え、自民改革会議は知事に対して要望書を提出致
しました。 その結果、県内河川等における追加の安
全対策（河床掘削、砂防堰堤に堆積した土砂の除
去等）として、9月補正予算に10億円を計上し（当

初予算で確保した25億円に更に追加）、局地豪雨
や土砂災害への備えを強化致しました。
　また、平成30年度にも、7月の西日本豪雨災害を
踏まえ、自民改革会議は知事に対して要望書を提出
致しました。 その結果、9月補正予算に18億1千5百
万円を計上し（当初予算で確保した25億円に更に
追加）、河川・砂防施設等の緊急防災対策の実施
や、ため池の決壊防止への備えを強化致しました。

　災害対策は、迅速に対応する事が重要です。
　平成29年度も平成30年度も、全国各地
で災害が起きた後、ただちに自民改革会議

は、知事に対し緊急要望を行い、直後の定例
会で補正予算を計上し、豪雨災害への備え
を強化致しました。

　知事への要望書の提出は、どの会派でも行っていると思っていたのですが…？ 

　そんなことはありません。 年度途中の要
望書の提出は行っていない会派もありま
す。 
　また、自民改革会議は、要望書を提出す
るだけではありません。 提出直後の定例会
で補正予算を計上し、しっかりと豪雨災害
対策に結びつけています。

　さらに、自民改革会議の緊急要望は、豪
雨災害への対応だけではありません。 平
成30年度には、大阪府北部地震を踏ま
え、知事に要望書を提出し、ブロック塀等
の安全対策も行いました。
　今後も県議会責任会派として迅速に対
応し、防災・減災対策に努めて参ります。

　今まで取り組んできた地震・津波対策をさらに充実・強化させ、加えて、近年、全国各地で
起きている豪雨災害を教訓に、危機管理体制を強化することが重要です。

自民改革会議の迅速な対応で
豪雨災害対策予算を確保！
自民改革会議の迅速な対応で
豪雨災害対策予算を確保！

他の会派がやらない事も、しっかり実行！他の会派がやらない事も、しっかり実行！

　　　　　対象期間：平成25～27年度（平成25年度に3年分を一括交付）
　　　　　　　・津波関連事業等 補助率 1/2
　　　　　　対象期間：平成28～30年度（3年間の事業計画を承認の上、単年度交付）
　　　　　　　・津波関連事業等 補助率 1/2（継続）
　　　　　　　・津波避難施設等対津波安全性確保事業（新規） 補助率 1/2
　　　　　　　・家庭内家具固定等推進事業（拡充）
　　　　　　　 【対象】避難行動要支援者を含む世帯を追加
　　　　　　上記メニューに、以下の内容を追加（平成29年度から）
　　　　　　　・同時通報用無線施設整備事業：携帯電話会社等の電波網を活用して
　　　　　　　 整備する同時通報用無線施設整備事業
　　　　　　　・耐震シェルター等整備事業：住宅の一部を補強する部分補強事業

危機管理体制の強化危機管理体制の強化

県
民

内容が
充実

更に
充実

使いやすく
改善
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静岡県議会議員つかもと大だ
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県内、全地域の要望を聞き取り調査
　私が所属している自民党
には、静岡県内に67の市町
支部があります。

　毎年夏に、67全ての市町支部の皆様
から地域の実状・要望を聞かせて頂いて
おります。 

会派所属メンバーと知事へ申し入れ年度末の定例会開催まで
　自民改革会議は、他会派とは違い、
要望書を提出するだけではありません。 
　提出後は、会派として、県当局との予

算折衝を積極的に行い、県民の声が県政に反映
出来るよう全力で取り組んでいます。

県
民
の
声
に
応
え
る

県
議
会
責
任
会
派
と
し
て
の

　
自
民
改
革
会
議
の
活
動

自民改革会議として、
川勝知事に要望書を提出

　右記聞き取
り調査（県内
全地域の要望
と各産業・団
体の要望）をも
とに、会派とし
て県民の求め
る重点要望を
とりまとめ、年
末に、知事に
来年度予算要
望として申し入
れを行います。

県内、各産業・団体の要望を聞き取り調査
　毎年秋に、さまざまな分
野・業種で働いている方々
の声を県政に反映させる為

に、県内のそれらを代表する組織・団
体の皆様から現場の実状・要望を聞
かせて頂いております。 

9月補正予算に反映
【手話言語普及促進事業費（新規）】 5,000千円

手話の普及促進！手話の普及促進！

【私立幼稚園教員人材確保支援事業費助成（新規）】 42,400千円私立幼稚園教員の処遇改善！私立幼稚園教員の処遇改善！

【今まで】 静岡県は、農産物の安全と信頼
の確保を目的に、全国に先駆けて、平成１８
年度に県独自のＧＡＰとして、しずおか農林
水産物認証制度を創設し、果樹や野菜、米、
畜産を中心に、これまで約１千２百農場を認
証しております。 また、県内の約２千農場が 
ＪＧＡＰや国際水準ＧＡＰを取得しており、   
認証数は全国トップクラスとなっております。

　こうした中、東京オ
リンピック・パラリン
ピックや食品関連企

業の動向を踏まえると、ＧＡＰ
の認証取得を一層加速させ
る必要があります。

【平成30年度から】
•本県農業の競争力強化に向けた施策を
強力に進める為、農業戦略課に先端農業
推進室を設置し、農業の生産性向上と関
連産業のビジネス展開をより一層推進。
•農地局を交通基盤部から経済産業部に
移管し、農業経営体の育成と生産基盤の
整備を一体的に推進する体制を構築。

【提言概要】
　本庁の農業・水産業に係る組織を見る
と、それぞれの産業のソフト面とハード面を
担う課が経済産業部と交通基盤部にまた
がって配置されている。 組織としての意思
決定に余計な時間が掛かり、臨機応変な
施策の展開にも有利とは言えない。 農業・
水産業の総合的かつ一体的な振興を推
進出来る組織への検討を進められたい。

県組織の再編提言

ＧＡＰの推進提言

提言書を議長に提出

【平成30年度】 この様な取り組みに加
え、新たにＪＧＡＰや国際水準ＧＡＰの認
証取得に取り組む農業者に対して、取得

に係る経費の助成や、普及指導員によ
るコンサルティングを行う等、支援を強化
致しました。

【今後】 静岡県としては、こうした取り組
みにより、関係団体と連携して農業者の
ＧＡＰの認証取得を積極的に推進し、農

産物の安全性の向上や環境の保全、労
働安全の確保を図り、本県農業の持続
的な発展に努めて参ります。

【平成29年度】 県ＧＡＰ推進協議会を設
置し、農業者等を対象に、認証取得の方
法や県外の先進的な取組事例を紹介す
るセミナー等を県内各地で開催致しまし
た。なお、セミナーにつきましては、平成30

年度以降も引き続き開催しております。
　また、農林事務所の普及指導体制を強
化する為、９月と１月に指導者を養成する
研修会を開催し、新たに３６名がＧＡＰに関
する知識や指導方法を習得致しました。

　平成29年度、農林水産・観光交流特別委員会の副委員長を
務めさせて頂きました。 年度末には報告書を議長に提出し、提言
内容が予算や県政に反映されました。 その一部をご紹介致します。

　平成28年3月に完成した大井川焼津藤枝
スマートインターチェンジの開通により、東名の
利便性が向上し、産業の活性化や交通渋滞
の緩和、救急搬送時間の短縮等、さまざまな効
果が期待されています。 今後は、大井川焼津
藤枝スマートインターチェンジの利用促進を図
り、志太地域の発展に努めて参ります。

県道島田吉田線「はばたき橋」
　平成25年8月
開通後の交通
量調査の結果、
富士見橋をはじ
めとする大井川
渡河部の主要
交差点におけ
る交通渋滞が
大幅に減少しま
した。

焼津市の課題、県議会での取り上げ実績No.1焼津市の課題、県議会での取り上げ実績No.1 静岡県焼津漁港管理事務所
静岡県水産技術研究所 平成30年5月、合築完成！

　今年5月の開館当初から、県民の皆
様から「土日休館では展示室を見に行け
ないよ。」とのご意見を頂いておりました。
　早速、6月定例会の代表質問で取り

上げた結果、この度、休日も開館するこ
とになりました。
　多くの県民の皆様に御来
館頂ければ幸いです。

展示室が
休日もオープン

10月6日㈯から土・日・祝も開館
（年末年始を除く）改

善！

　全国には100箇所以上のスマートイン
ターチェンジがあります。 
　大井川焼津藤枝スマートインターチェン
ジは常に上位の交通量で、平成30年 
4月の一日平均交通量は全国第2位で
した。 

完成後は、周辺地域の大井川焼津藤枝
スマートインターチェンジ
大井川焼津藤枝
スマートインターチェンジ

塚本大が
市議会議員時代から
力を入れて
取り組んできた

塚本大が
市議会議員時代から
力を入れて
取り組んできた

　　整備　整備　開発　開発 発展発展

焼津地区（静岡県焼津市） 
特定漁港漁場整備事業計画

【事業の目的】 大型化する船舶への対応や、震災後における水産
業の継続等、漁業を取り巻く情勢の変化により、新たな課題への対
応が求められています。 そこで、施設改良や機能維持を図ることに
より、安定的かつ効率的に水産物を供給することが出来るよう、力
強い水産業づくりを行っています。 また、水産業の輸出促進や競争
力強化を図る為、高度衛生管理対策も推進しています。

水産業の総合的
かつ計画的な振興

【提言概要】 水産業の振興の為に
は、現在の課題に対応する一方で、
将来を見据えて総合的かつ計画的な
振興が図れるよう、その理念を明確に
する必要があり、宮城県等８道県で
は、その為の条例が整備されている。
　将来に向けた水産業の更なる振興の為、その法的根拠の整備を
検討していくべきである。

　自民改革会議では、議員提案によ
る条例制定を目指し、勉強会を開催。 
　その後、会派内にプロジェクトチームを立ち上げ条例案を作成し、
平成30年度中の制定を目指します。（現在は、他会派と調整中）

提言

勉強会の様子

自民改革会議からの
提案で条例制定を

目指す！

箇所 期間事業費（内、県負担）

ー9.0m西岸壁 Ｈ28.7～H30.3完了
焼津南防波堤 Ｈ27.12～現在整備中

新屋ー7.0m西岸壁
Ｈ28.12～H30.3完了外港5号荷さばき所

651,250（217,083）
2,767,100（922,367）

170,000（ 85,000）
1,377,640（459,213）

単位：千円単位：千円

Ｈ30.9～H31.3完了予定

焼津漁港環境整備事業
芝生広場石津海岸公園

【事業費（内、県負担）】
 272,000千円（81,600千円）
【完成時期】 H26年9月

多目的広場親水公園
ふぃしゅーな

【事業費（内、県負担）】
 917,000千円（275,100千円）
【完成時期】 H28年3月

大井川港漁協直営食堂「さくら」
　平成３０年５月
オープン以来、
多くの方々に利
用され、１０月末
時点で、来客数
1万人を突破！ 【事業費（内、県負担）】32,567千円（5,536千円）

平成23年 12月定例会 本会議（一般質問）
⑴駿河湾深層水取水供給施設について⑵焼津漁港内
港の利活用について⑶津波対策に係る県の支援につ
いて（津波避難タワー等の設置や県有施設の活用）
⑷農業基盤整備について⑸陸・海・空の交通
ネットワーク形成に必要な道路整備につい
て⑹こども医療費助成について⑺医師
の偏在解消について⑻法改正に伴
う民生委員・児童委員研修につ
いて⑼運航支援金訴訟和
解後の日本航空との
会談内容と今後
の路線拡大
施策につ
いて
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⑴
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平成26年 6月定例会 本会議（一般質問）
⑴県庁の移転について⑵新幹線新駅の誘致について⑶水
産技術研究所の移転整備について❶にぎわい創出への取
り組み❷焼津漁港管理事務所の合築⑷焼津漁港荷さば
き施設等の再整備について⑸焼津漁港の津波防災
対策について⑹焼津漁港内港の利活用につい
て⑺東京オリンピック・パラリンピックへ向
けた取り組みについて❶合宿誘致❷強
化選手の支援⑻米の生産振興に
ついて⑼路線バスの再編支援
について⑽都市計画道
路志太中央幹線の整
備について⑾交
差点の安全
対策につ
いて
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平成25年 6月定例会 本会議（一般質問）
⑴沿岸部の地震・津波対策について❶焼津漁港の水門整
備❷河川における津波対策❸津波避難計画の見直し⑵富
士山静岡空港への新幹線新駅の設置について⑶焼津産
サクラエビの振興について⑷リバーフレンドシップに
よる河川管理について⑸混住化が進む水田地帯
での基盤整備の推進について⑹障害のある
方への地域生活支援の取り組みについ
て⑺静岡県イメージキャラクター「ふ
じっぴー」の活用について⑻志
太榛原地区に新設する新
構想高等学校について
⑼県立高校校舎の
老朽化対策に
ついて
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平成25年 2月定例会 本会議（一般質問）
⑴水産業の振興について❶漁業者、加工業者への技
術支援❷絶滅危惧種ニホンウナギの対策⑵焼津漁港
の水門整備について⑶農林水産業政策について❶食
料自給率の向上❷学校給食における地産地消の
推進⑷県道島田吉田線はばたき橋について
⑸子育て世帯への経済的支援について⑹
共生・共育に基づく特別支援学校高
等部分校について⑺県内スポー
ツ選手の育成について⑻犯
罪抑止対策への取り組
みについて
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